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６年生第３セッション

言い方はもっと大事！
所要時間
45分

目的
１．上手な自己主張の「声」(ちょうどよい声の大きさ、速さで言う)、「体」（１．顔と体を相手に向ける、２．話の内容に合わせた表情をする）を知らせる。
2． 上手な自己主張を練習させる。

準備するもの
□フラッシュカード(「ピア･サポート」「仲間・友だち」｢支える・助ける｣「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣「自分を大切にする」「言葉」「声」「体」「ちょうどよい声の大きさ、早さで言う」「１．相手に顔と体を向ける」「２．話の内容に合わせた表情をする」)
□ポスター「6年生ピアの目標」
□模造紙①「言葉の３つのステップ」
□模造紙②「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□提示用プリント①「ぼくは～」

□提示用プリント②フクロウグッズ
□モデル提示用映像、機材一式（プロジェクター、スクリーンなど）
□モデル提示用台本

□お助けカード

□プリントA「同じ自己主張？」（児童数）

□プリントＢ「フクロウグッズを作ろう！」（両面印刷：児童数）

□第3回確認プリント（第3回ふり返り用紙と両面印刷：児童数）

□第3回ふり返り用紙（第3回確認プリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1，2，3（児童数）

□6年生ぴあぴあ新聞第3号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

□筆記用具
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習と導入(4分)

	言葉と目標の復習(1/1)

復習と導入(3/4)
	1．ピア・サポートの意味は？

・今日は「ピア・サポート」の3回目の授業です。｢ピア･サポート｣の意味は、もう大丈夫ですね。
· 「ピア・サポート」とは、「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」という意味でした。
・そのような関係を作っていくために、周りの人を大切にすることと、自分を大切にすることが重要でした。
2．6年生のピアの目標はなに？

· では、質問です。6年生のピア・サポートの目標は何でしたか？

· そうですね。ポスターをみんなで読んでみましょう。

→(音読させる)「上手な自己主張ができるようになろう」

· 「上手な」というのは、どんな意味でしたか？

· そうです。責任と思いやりのある、という意味でした。

3．自己主張の4パターンは？

· では、これまでの復習をします。自己主張には大きく分けて4つのパターンがあることを学びました。その4パターンには、どんなものがありましたか？ 

· では、みなさんは、この4つのうちのどのパターンを目指していましたか？
· そうですね。上手な自己主張パターンのフクロウでした。
4．上手な自己主張３本柱、そのうちの「言葉」の復習

· そして、フクロウのような上手な自己主張パターンをするためには、大きな3本柱がありました。では、その3本柱は何だったでしょうか？
· はい。「言葉」「声」「体」でした（＊児童生徒から出ない場合はこちらから提示）。

· 前の授業では、このうちの「言葉」の3つのステップを学習しました。

· こちらを見ましょう。隠されているところにあてはまる言葉を入れながら、みなさんで読んでみます。
→□のところをマスクカードで隠しておき、タイミングよくはがす。

１．自分の主張の結論を言う

２．結論の理由を言う

３．相手にも意見を聞く
· よく覚えていました。

· 普段の生活で、意識することができているますか。

・今日は、この続きとして2本目と3本目の柱について学習をします。


	「上手な自己主張ができるようになろう」

「攻撃パターンのライオン」｢遠回しな攻撃パターンのキツネ｣｢受け身パターンのヤギ｣「上手な自己主張パターンのフクロウ」

「フクロウ」

「言葉」「声」「体」


	●(あらかじめ掲示)フラッシュカード「ピア・サポート」「仲間・友だち」｢支える・助ける｣「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣「自分を大切にする」
●（あらかじめ掲示）ポスター「上手な自己主張ができるようになろう」

●フラッシュカード「言葉」「声」「体」

◇フラッュカードを提示

●模造紙①「言葉の3ステップ」

◇模造紙①の提示、ステップ1のマスクカードをはがす



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/5)
	１．今日のテーマと目標の説明
· 今日のテーマと目標を発表します。こちらを見ましょう。

今日のテーマ：「言い方はもっと大事！」

目　標：「声と体の使い方に気をつけて、
自己主張を練習しよう！」
２．今日の学習の流れの説明
・今日の学習の「流れ」を説明します。

・①「復習」が終わり、今は②「今日の学習の説明」をしているところです。

· 今日の活動は、③「同じ自己主張？」です。初めに、言葉は同じでも、声や体の使い方が違うと、相手に伝わる印象に違いが出てくることを感じてもらいます。それから、声や体の動きに関するポイントを学習します。最後に3人組で、実際に練習をします。

・そして、④「確認」をして、⑤「振り返り用紙」を書いて終わりです。


	
	●(あらかじめ黒板外に掲示)模造紙②「今日のテーマ･目標･流れの説明」



	3．活動「同じ自己主張？」(31分)

	モデル提示（4/9）

全体シェアリング(7/16)

ポイントの説明(3/19)

説明(1/20)
せりふを考える (5/25)

グループの練習 (7/32)

全体シェアリング(4/36)

	１．モデル提示を見ながら仕方の違いを考える
· では、これから映像を見てもらいます。映像には、4人の人が出てきます。話し合いの題材は「フクロウ・グッズを作ろう！」です。

· どういうことかというと、上手な自己主張のイメージ・キャラクターであるフクロウを使って、みなさんが上手な自己主張を忘れないようにするために、クラスで1つのフクロウのグッズを作ることになった、という場面です。

· 今から4人は、同じ言葉で自己主張をします。それがこれです。読んでみましょう。

→「ぼく/わたしはフクロウのバッグがいいと思う。持ち歩けて、周りの人にもアピールできるから。どうかな？」
· この言葉には、この前学習した自己主張の言葉の3つのステップが入っていますか？確認しましょう。

・結論はなんですか？

· 「ぼく/わたしはフクロウのバックがいいと思う。」ですね。

・では、その理由は何ですか？

· 「持ち歩けて、周りの人にもアピールできるから。」ですね。

・最後に、相手にも意見を聞く言葉は？

· 「どうかな？」ですね。

· しっかり3つのステップを踏んでいます。けれど、4人の声と、体に違いがあります。これから映像を見て、その違いをつかまえてほしいのです。

· では、プリントを一枚配ります。「同じ自己主張？」というプリントです。受け取ったら自分の名前を書きましょう。

· では、プリントの問題を読みます。
→問題を読む。
· その下の表は、言葉と声と体の欄に別れています。1人目～3人目の人は、すでに埋まっています。4人目の人のところだけ空欄になっています。他の3人を参考にして、4人目の人の声や体を書き入れるようにしましょう。

· 映像の後、少し書く時間をとりますが、見ながら書ける人は書いてもかまいません。では、映像をはじめます。

→モデル提示用映像。児童が映像を見やすいように席を移動させるなど配慮する。（映像ではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
· （終わったら）書き出せましたか？少し時間をとりましょう。

· （児童の様子を見て）では、書いたことを発表しましょう。まず、声はどうでしたか？

→以下の例を参考にして、発表をさせる。

【声に関すること】

· ちょうどよい速さ、普通、聞きやすい、大きすぎず･小さすぎない声の大きさ
【体に関すること】

・姿勢：体ごと相手に向けている

· 視線：みんなを見ている

· 表情：笑顔、歯が見えている
· よく見ていました。

2．上手な自己主張のときの仕方を学ぶ
・では、今のみなさんの意見をまとめて、上手な自己主張の2本目と3本目の柱のポイントを整理します。

· まず、2本目の柱「声」のポイントです。これは言葉をどんなふうに言うか、つまり声の大きさや速さなどのことです。
· フクロウのような上手に自己主張をするためには、

ちょうどよい声の大きさ、速さで言う

　ことが大切です。

· 相手が近くにいるのに、やたらと大きな声で話すと、相手はその人に近づきたくなくなります。赤の人からはみんな体が離れていっていましたね。

· 反対に聞こえないくらいの小さな声で話すと、相手はこうして（実際にしてみる）耳を近づけなくてはならず、相手を疲れさせてしまいます。青の人がそうでした。

· 速さについても、速すぎると相手が聞き取れなくなり、反対に遅すぎるとイライラしてきたりします。

· 責任を持って発言するためには、相手の聞きやすさを考え、相手との距離を確かめ、ちょうどよい大きさ、速さの声を使って話すようにしましょう。

· 次に、3本目の柱「体」についてです。これは、言葉を言うときの動作や、身ぶり、姿勢、表情などのことです。今日は2つのポイントを学習します。

・ここでの1つ目のポイントは、「１．相手に顔と体を向ける」です。

· 顔は向けていても体がねじれている。反対に体は相手を向いているけれど、視線は他の方へいっている。どちらもいい加減な感じを与えます。これでは、相手を尊重した思いやりのある自己主張にはなりません。

· 自己主張をするときは、顔、特に目線、そして体も相手の方に向けるようにしましょう。

・２つのポイントは表情に関することです。「２．話の内容に合わせた表情をする」です。
· 上手に自己主張をするときは、どんな表情がよいでしょうか。映像の4番目の人は、笑顔で話していましたね。

· でも、いつも笑顔がよいのでしょうか？

· そうですね。いつも笑顔とは限りません。真面目な話をしているときに、笑顔を見せていると、笑顔どころかにたにたしていると、勘違いをされることがあります。

· つまり、表情は、話の内容と一致させるようにすることが必要です。

· ここまでが、3本目の柱「体」のポイントについての説明です。

3．自己主張の言葉を考えよう
· では、これまでの上手な自己主張の3つの柱を使って、練習をします。
· 今日の自己主張では、映像の中で話し合っていたことと同じで、「フクロウグッズを作ろう！」です。でも、先ほど、フクロウのバッグについては、映像の中で言っていたので、他の選択肢をあげます。

· それは「フクロウ・カレンダー（日めくり・クラスで1つ）」「フクロウ･ポスター（班で1枚）」「フクロウ・オブジェ（クラスで1つ）」｢フクロウ・カード（1人1枚）｣です。この中から1つ、自分がよいと思うものを選んで主張します。

· では、プリントを1枚配ります。プリントB「フクロウグッズを作ろう」です。配られたら名前を書きます。

· （プリントを配付したら）そのふきだしの中に、この前と同じように言葉を書いていきますが、その前に、プリントの裏を見ましょう。

· どれがよいか、すぐには決められない人もいると思いますので、4つの候補を、それぞれ作ること、そしてそれがあることの「よいところとよくないところ」を書き出しておきました。その資料を参考に、まずはせりふを書きましょう。時間は、5分くらいとります。

· （時間がきたら）では、そろそろ時間です。言葉はいいですか？こちらを向きましょう。

· 今日は、3人グループで、練習をします。やり方を説明します。よく聞きましょう。

→以下、どこかのグループを例にして、説明するとよい。

· 初めに、グループのメンバーで1,2,3番を決めます。（＊できれば授業開始前に決めておくとスムーズ。）　1回目の練習は、1番の人が自己主張を最初にする人です。2番の人は相手から「どうかな？」などと聞かれたら、次に自己主張をする人です。3番の人は、その2人の様子を観察する人です。
· つまりこんな感じです。

→実際に示す：

・始めに、2人が自己主張し合う。

1番の人「私は●●がいい。～から。××さんはどう？」
2番の人「私は●●がいい。～から。どうかな？」
· 次に、観察者の人が2人分のチェックシートを預かり、プリントのチェック欄のところを見て、上手にできたところに○をつける。
· チェックが終わったら、プリントは本人に返す。
· プリントが返ってきたら、次の役割になる。2番の人が自己主張を最初にする人、3番の人は相手から質問をされたら、次に自己主張をする人。1番の人は、その2人の様子を観察する人。

　　　1番　　　　　　　2番　　　　　3番

自己主張する　次に自己主張　　観察者

観察者　　　　自己主張する　　次に自己主張

次に自己主　　観察者　　　　　自己主張する

· 1人、2回ずつ自己主張の練習ができることになる。
· 1回目に○がつかなかったところに気をつけて2回目が行えるとように意識して練習させる。
· 特に今日は、声と体、つまり「言い方」が大切。

· することはわかりましたか？

· では、グループで向き合いましょう。時間は5分です。始めましょう。

· （様子を見て）終わりです。前を向きましょう。

· では、グループで練習した感想を聞いてみます。

→以下のような点で全体シェアリングをするとよい

＊どのチェックポイントに○をもらえましたか？

＊今日、一番難しかったのは、どこでしたか？

＊お互いに、上手な自己主張の仕方を使って話してみて、どんな気持ちがしましたか？

· 上手な自己主張がわかってきた人も、まだ練習が必要だと思っている人もいると思います。

· でも、こういう自己主張の仕方は、みなさんのこれからの生活で、ますます必要になってきます。

· 身近には、今日学習したような自己主張のポイントがとても上手な人がいるはずです。そんな人をお手本にしながら、みなさんも少しずつ近づいていきましょう。


	「ぼく/わたしはフクロウのバックがいいと思う。」
「持ち歩けて、周りの人にもアピールできるから。」
「どうかな？」
映像を見る

プリント記入

発言する

「よくない」「場合によって違う」

活動する

発表する
	●提示用プリント①「ぼくは～」

◇提示用プリント①提示

●プリントA「同じ自己主張？」

◇プリント配付

●モデル提示用映像、機材

◇映像提示
◇位置を分けて板書

●フラッシュカード「ちょうどよい声の大きさ、速さで言う」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「１．相手に顔と体を向ける」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「２．話の内容に合わせた表情をする」

◇フラッシュカード提示

●提示用プリント②「フクロウ・グッズ｣

◇提示用プリント②提示

●プリントB「フクロウグッズを作ろう！」

◇プリント配付

●お助けカード

◇活動の補助

◇活動の補助



	4．確認(4分)

	確認(4/40)

	· それでは、今日学習したことの確認をします。「第3回確認プリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。
· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて待っていましょう。

→（少し時間をおいてから）空欄にキーワード「声」「体」「ちょうどよい」「顔」「体」「表情」を確認。

	
	●第3回確認プリント
◇第3回確認プリント配付

	5.振り返り用紙の記入(5分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(5/45)
	· 最後に、振り返り用紙を書きます。プリントを裏返して、今日の授業で、感じたことを書きましょう。

· 次回は、　月　日です。次の授業では、上手な自己主張のまとめとして、グループで自己主張をし合ってみます。

	振り返り用紙記入、提出
	●第3回ふり返り用紙
◇第3回ふり返り用紙回収 


板書計画(案)  
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模造紙②


今日のテーマ


目標


流れ


※黒板外に掲示
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